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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 24,302 △2.0 995 11.4 1,037 13.8 △24 ―
26年3月期第3四半期 24,803 △3.2 893 △33.2 911 △31.2 486 △31.1

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 255百万円 （△76.3％） 26年3月期第3四半期 1,078百万円 （9.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 △0.32 ―
26年3月期第3四半期 6.31 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第3四半期 39,826 17,968 44.9 232.32
26年3月期 41,120 18,100 43.9 234.15
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 17,902百万円 26年3月期 18,043百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
27年3月期 ― 2.50 ―
27年3月期（予想） 2.50 5.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,800 0.3 1,400 21.0 1,300 15.8 50 ― 0.65



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注)詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報(注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四 
半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料Ｐ．４「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 77,400,000 株 26年3月期 77,400,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 341,651 株 26年3月期 338,459 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 77,059,166 株 26年3月期3Q 77,067,124 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報  

（１）経営成績に関する説明  

当第３四半期連結累計期間（平成２６年４月～平成２６年１２月）における日本

経済は、消費税増税が大きく影響し、低迷を続けております。このため、年間でも

５年ぶりのマイナス成長となることが予測されています。  

当埠頭・倉庫業界においても荷動きが低迷しており、人手不足や燃料動力費の上

昇に伴いコストも上昇していることから経営環境が悪化しています。  

当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、国際物流事業がロシ

アの経済情勢の影響を受けたため大きな減収となり、営業収入は前年同期を下回り

ました。一方、国内総合物流事業は堅調に推移しました。川崎支店におけるばら積

み貨物の取扱が増加したこと、同支店の物流倉庫が通期稼働したことにより、営業

利益、経常利益は増益となりました。しかし、大阪地区の青果物の取扱いが大きく

減少し、同事業を運営する子会社、株式会社東洋埠頭青果センタ－の採算が悪化し

たことに伴い、第２四半期累計期間に固定資産の減損損失を６億６千３百万円計上

しました。これにより当期は純損失となりました。  

当期の営業収入は２４３億２百万円（前年同期比５億円、２ .０％の減収）、営業

利益は９億９千５百万円（前年同期比１億１百万円、１１ .４％の増益）、経常利益

は１０億３千７百万円（前年同期比１億２千５百万円、１３ .８％の増益）となりま

した。当期最終損益は２千４百万円の純損失（前年同期は４億８千６百万円の純利

益）となりました。  

 

   セグメントの概況は次のとおりです。 

    

○   国内総合物流事業  

≪倉 庫 業≫  

倉庫業における入出庫数量は、２５８万トン（前年同期２５３万トン）、平均保管残

高は、２７万トン（前年同期２４万トン）でした。  

   一般貨物では、木材、合成樹脂、その他食料工業品等の取扱いが増加し、前年同期

を上回る取扱いとなりました。  

   輸入青果物は、バナナ、柑橘類が減少したことにより、前年同期を下回る取扱いと

なりました。  

   冷蔵倉庫貨物は、冷凍水産物、農産加工品等は減少しましたが、農産物と冷凍食品

が増加し、前年同期を上回る取扱いとなりました。  

倉庫業の営業収入は、７３億４千万円となり、前年同期比４ .７％の減収となりまし

た。  
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≪港湾運送業≫  

本船揚げによる、ばら積み貨物の埠頭取扱量は、３７６万トン（前年同期３８０万

トン）でした。  

穀物類は、川崎地区の取扱いは増加しましたが、鹿島地区、志布志地区で減少した

ため、全体では前年同期を下回る取扱いとなりました。石炭類は、川崎地区の取扱い

が大きく増加しました。また、その他の貨物では、ガラス原料の取扱いは減少しまし

たが、残土の取扱いは増加しました。  

ばら積み貨物以外の貨物は、輸入青果物の取扱いが減少しましたが、コンテナは、

川崎東扇島、志布志、常陸那珂の全ての地区で前年同期を上回る取扱いとなりました。  

港湾運送業の営業収入は、５５億７千万円となり、ほぼ前年同期並みとなりました。  

 

≪自動車運送業≫  

国内の自動車運送業務の取扱量は、１３７万トン（前年同期１４３万トン）でした。  

志布志地区の取扱いは増加しましたが、川崎地区、鹿島地区等の取扱いが減少しま

した。  

営業収入は、４３億７千１百万円となり、前年同期比２ .５％の減収となりました。 

 

≪その他の業務≫  

その他の業務では、物流関連施設の賃貸業務が川崎支店の物流倉庫稼働により増加

したことから、前年同期を上回りました。  

その他の業務の営業収入は、５５億１千２百万円となり、前年同期比８ .７％の増収

となりました。  

 

以上の結果、国内総合物流事業全体の営業収入は、２２７億９千４百万円となり、

前年同期比０ .１％の減収、営業利益は１０億６百万円となり、前年同期比１９ .１％

の増益となりました。  

 

○   国際物流事業  

   当セグメントは、連結子会社である株式会社東洋トランスとロシアの現地法人であ

る OOO 東洋トランス、OOO TB 東洋トランスの３社で構成されています。  

   ロシア経済は、ウクライナ問題による経済制裁の長期化や原油価格の大幅下落の影

響を受け、ルーブルが急落し、減速が続いています。このような状況の中、当社の国

際物流事業においても、この影響を受け、ロシア向け貨物輸送及び倉庫貨物の取扱い

が大きく減少しました。  

国際物流事業における営業収入は、１６億３千８百万円となり、前年同期比２０ .

１％の減収、営業損益は１千８百万円の損失となりました。  
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（２）財政状態に関する説明  

全般の概況 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ１２億９千３百

万円減少し３９８億２千６百万円となりました。これは、株価の上昇に伴い投資有価

証券が増加したものの、減損損失および減価償却費の計上等により、有形固定資産が

１４億９百万円減少したこと等によるものです。純資産は、その他有価証券評価差額

金が２億３千１百万円増加しましたが、利益剰余金が４億１千１百万円減少したこと

などで前連結会計年度末に比べ１億３千１百万円減少し１７９億６千８百万円となり

ました。その結果自己資本比率は４４．９％で前連結会計年度末比１．０ポイント上

昇しました。  

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  連結業績予想につきましては、予想を上回るロシア経済の悪化の影響等により、平成

２６年１０月３０日に公表いたしました通期の業績予想（平成２６年４月１日～平成２

７年３月３１日）を修正いたしました。  

詳細につきましては、本日（平成２７年２月２日）別途開示しております「業績予想

の修正に関するお知らせ」をご参照ください。  

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動  

該当事項はありません。  

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更･会計上の見積り変更･修正再表示 

（会計方針の変更） 

   「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年 5 月 17 日。以下

「退職給付会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第 25 号 平成 24 年 5 月 17 日。以下「退職給付適用指針」という。）

を、退職給付会計基準第 35 項本文及び退職給付適用指針第 67 項本文に掲げられた定

めについて第 1 四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方

法を見直し、割引率の決定方法を退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金

額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。これによる

損益及び財政状態に与える影響はありません。  
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,843 1,836 

受取手形及び営業未収入金 3,741 3,723 

原材料及び貯蔵品 137 138 

前払費用 159 193 

繰延税金資産 597 494 

その他 543 434 

貸倒引当金 △5 △2 

流動資産合計 7,018 6,818 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 54,052 52,061 

減価償却累計額 △38,129 △37,205 

建物及び構築物（純額） 15,923 14,855 

機械及び装置 19,129 18,916 

減価償却累計額 △17,083 △17,199 

機械及び装置（純額） 2,045 1,716 

船舶及び車両運搬具 1,137 1,111 

減価償却累計額 △1,043 △1,025 

船舶及び車両運搬具（純額） 94 85 

工具、器具及び備品 991 955 

減価償却累計額 △912 △880 

工具、器具及び備品（純額） 79 74 

土地 8,360 8,256 

リース資産 151 103 

減価償却累計額 △113 △58 

リース資産（純額） 37 44 

建設仮勘定 30 127 

有形固定資産合計 26,571 25,161 

無形固定資産    

リース資産 19 11 

その他 163 214 

無形固定資産合計 182 226 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,398 5,750 

長期貸付金 31 22 

繰延税金資産 273 247 

その他 1,710 1,655 

貸倒引当金 △66 △55 

投資その他の資産合計 7,347 7,620 

固定資産合計 34,101 33,008 

資産合計 41,120 39,826 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

営業未払金 2,792 2,709 

短期借入金 6,028 6,125 

リース債務 28 25 

未払金 631 749 

未払法人税等 328 125 

災害損失引当金 1,000 991 

設備関係支払手形 124 300 

その他 1,010 953 

流動負債合計 11,944 11,982 

固定負債    

長期借入金 8,775 7,521 

リース債務 23 28 

繰延税金負債 3 9 

退職給付に係る負債 1,500 1,515 

役員退職慰労引当金 60 23 

資産除去債務 563 628 

その他 146 149 

固定負債合計 11,074 9,876 

負債合計 23,019 21,858 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,260 8,260 

資本剰余金 5,182 5,182 

利益剰余金 3,992 3,581 

自己株式 △55 △56 

株主資本合計 17,380 16,968 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 858 1,089 

為替換算調整勘定 35 50 

退職給付に係る調整累計額 △229 △206 

その他の包括利益累計額合計 663 933 

少数株主持分 56 66 

純資産合計 18,100 17,968 

負債純資産合計 41,120 39,826 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

営業収入 24,803 24,302 

営業原価 22,630 22,046 

営業総利益 2,173 2,256 

販売費及び一般管理費 1,279 1,261 

営業利益 893 995 

営業外収益    

受取利息 4 5 

受取配当金 93 108 

受取地代家賃 62 65 

その他 87 83 

営業外収益合計 248 262 

営業外費用    

支払利息 184 171 

持分法による投資損失 34 27 

その他 10 21 

営業外費用合計 229 220 

経常利益 911 1,037 

特別利益    

固定資産売却益 7 43 

特別利益合計 7 43 

特別損失    

減損損失 － 663 

固定資産除却損 27 33 

特別損失合計 27 697 

税金等調整前四半期純利益 891 384 

法人税、住民税及び事業税 308 401 

法人税等調整額 86 △2 

法人税等合計 394 399 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
496 △14 

少数株主利益 10 9 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 486 △24 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
496 △14 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 573 226 

為替換算調整勘定 △2 14 

退職給付に係る調整額 － 23 

持分法適用会社に対する持分相当額 9 5 

その他の包括利益合計 581 270 

四半期包括利益 1,078 255 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,067 245 

少数株主に係る四半期包括利益 10 9 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

　(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

　（セグメント情報等)
【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自　平成25年4月1日　至　平成25年12月31日）
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

売上高
外部顧客への売上高

（注） １. 調整額は、セグメント間取引消去であります。
２.

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自　平成26年4月1日　至　平成26年12月31日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

売上高
外部顧客への売上高

（注） １. 調整額は、セグメント間取引消去であります。
２.

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

計

24,302

セグメント利益又は損失
（△）

1,006 △ 18 988 7 995

計 22,794 1,638 24,433 △ 130

73

－

セグメント間の内部売
上高又は振替高

85 44 130

セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行なっております。

24,302

△ 130 －

22,709 1,593 24,302

報告セグメント
調整額
（注）1

－

41 886

報告セグメント 四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

国内総合物
流事業

国際物流
事業

計
調整額
（注）1

24,803

－

22,825 2,051 24,876 △ 73 24,803

24,803

「国内総合物流事業」セグメントにおいて、第２四半期累計期間に大阪地区の青果物
の取扱いが大きく減少し、同事業を運営する子会社の採算が悪化したことに伴い固定
資産の減損損失663百万円を計上しております。

22,754 2,048

2

セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行なっ
ております。

7 893

セグメント間の内部売
上高又は振替高

計

セグメント利益 844

70 △ 73

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

国内総合物
流事業

国際物流
事業
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